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◇　09/3期 決算サマリーと緊急収益確保の取組み

取締役社長　豊田周平
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2／43はじめに１． 世界シート生産台数１． 世界シート生産台数

大幅な減産により ０９/３期は対前年比▲１６％

連結シートASSY台数（年間ベース）連結シートASSY台数（年間ベース）

１０/３期通期は引き続き減少

（万台）

（予想）
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２． 環境変化への対応２． 環境変化への対応

環境変化に対し、タイムリーに施策を展開

（台/日当り）

08/5

とことん知恵だし活動

キックオフ

08/9

社長緊急

メッセージ

当初計画

実績

2008年度シートASSY日当り生産台数（国内）

08/12

緊急収益改善委員会

の発足

予兆
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9／47３． 緊急収益改善活動　（①概要）３． 緊急収益改善活動　（①概要）

緊急収益改善委員会

（委員長：社長）

社内全取締役 地域統括会社トップ

（メンバー）

１．活動組織

緊急収益改善委員会の設置　（08／12～）
固定費削減、製造原価改善などグループをあげて推進

２．活動のねらいと実施事項

合理化額合理化額

09/3期 　 　　　　09/3期
（目標） 　　　 　 （実績）　

（億円）

徹底的な費用・原価低減を行い、

短期間で収益改善をはかる

（実施事項）

①経費の低減

②労務費の低減

③設備投資の効率化

155
167

+ 22

単体

子会社

子会社

単体

固

定

費

変

動

費
▲ 10

+ 12
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３． 緊急収益改善活動　（②固定費・設備投資）３． 緊急収益改善活動　（②固定費・設備投資）

原単位の設定により、経費を削減
寄せ止め、既存設備の活用により設備投資を削減

固定費削減状況固定費削減状況 設備投資設備投資

09/3期 　 09/3期
（当初計画） （実績）

09/3   　 09/3         　 09/3 　
（当初計画） （見直し計画） （実績）

・部門管理経費の原単位管理を徹底

・予算は、差額見積もり方式から絶対値
見積もり方式に変更

295 240 232

495 470 372

（億円） （億円）

単体

子会社

790 710
604

・どうしても「やらなければいけない」案件
以外は延期

・既存設備の最大活用

842 782

702 652

0

2,000

単体

子会社

1,544 1,434
▲ 110 ▲ 80

▲ 106

▲ 50

▲ 60

▲ 25

▲ 55

▲ 98

▲ 8

100 93
100 90 76
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３． 緊急収益改善活動　（③人員・残業時間）３． 緊急収益改善活動　（③人員・残業時間）

各地域で要員を見直し（直接工の削減／事技員のスリム化）

0
10
20
30
40

08/3月 08/9月 09/3月

地域別人員の推移地域別人員の推移 事技員残業時間（単独）事技員残業時間（単独）

08/4月 7月 10月 09/1月
　

グローバルな最適要員の追求
　　　（事技員のスリム化・再配置など）

日本

アジア

米州

その他

16,228 13,977

14,368
12,276

6,224

5,852

2,654

2,306

39,474

34,411
▲ 5,603

（米州）

（中国）

（ｱｾｱﾝ）

（欧州）

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人事会議
地域人事会議

▲ 2,251

▲ 2,292

▲ 372

▲ 348 07年度実績

08年度実績

（人）

（時間／一人・月）

Ｔ
Ｂ
Ｊ
（
人
事
）

統括会社

統括会社

統括会社

統括会社

各事業体

各事業体

各事業体

各事業体

16,144

14,525

6,707

2,789

40,165

▲ 84

▲ 157

▲ 483

▲ 135
▲ 691

平均残業 07年度　31.8H　
08年度　20.2H（上期：30.9H 下期：9.6H）
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2／43はじめに４．売上高４．売上高

０９/３期は、下期から大幅な減収

売上高売上高

（億円）

１０/３期は、上期に更に減収となるものの、下期から増収傾向

6／41

上期 下期 上期 下期 上期 下期

2.85円　　　2.96円　　　3.64円　　　タ イ バーツ
125.00円 　　143.48円 　161.53円 　ユーロ

14.00円　　　14.87円　　　15.49円　　　人 民 元
95.00円　　　100.54円　　　114.28円　　　米 ド ル

〈為 替 レ ー ト〉 （予想）

9,797 8,100
（通期） （通期） （通期）▲21%

前期比

▲17%
前期比

08/3期 09/3期 10/3期



2／43はじめに４．経常利益４．経常利益

０９/３期は、下期から大幅な減益

経常利益経常利益

（億円）

１０/３期は、上期に減益となるものの、下期は増益傾向
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上期 下期 上期 下期 上期 下期

（予想）

120

▲ 150▲ 130

262
356300

-200

300

未定　　　　　20円　　　35円　　　年間

未定　　　　　5円　　　20円　　　期末

未定　　　　15円　　　15円　　　中間

656 132 ▲30
（通期） （通期） （通期）▲123%

前期比

▲80%
前期比

配当金配当金 08/3期 09/3期 10/3期



43／43《最後に》メモメモ



◇　１０/３期の取組みのポイントと具体的事例
　

　



9／47事業環境を踏まえた対応のポイント事業環境を踏まえた対応のポイント

環境変化に対応した事業体質強化、事業構造改革１

1）　収益確保策と事業収益基盤の強化・改革

2）　世界各地域の現状に合わせた最適供給体制づくり

3）　将来の成長力確保策の推進

社会の信頼・期待に応える
　　　　　　　　　真のグローバルカンパニーづくり

２

1）　グローバルワンカンパニーに向けた事業運営体制の充実・強化

2）　お客様の信頼・期待に応える品質の確保

8／41



TBJ 各機能

従
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の
取
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43／43《最後に》１．事業収益基盤の強化（①収益構造改革）１．事業収益基盤の強化（①収益構造改革）

緊急避難活動から１０/３期は抜本的な構造改革を目指す

09/3期 10/3期

緊 急 避 難 抜本的な構造改革

収 益 改 善 委 員 会

強
靭
な
収
益
体
質
基
盤
の
構
築

０８/下期からの

活動の継続と定着
“費目別の原単位管理”

1. 収益構造の分析・
収益悪化要因の「視える化」

2. 対策実施

収益悪化製品・車種
収益悪化事業体

[対象]

TBJ 各機能緊急収益改善

緊急VA 固定費低減 投資削減

単 体

日 本

北中南米

アジア

その他

地　
　
　
　
　

域

地域横断活動

継続の
活動

新たな
活動
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43／43《最後に》１．事業収益基盤の強化（②新製品採算の向上）１．事業収益基盤の強化（②新製品採算の向上）

将来の収益確保に向けた収益企画と原価企画の充実・強化

国内車種

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ車種

目標利益

決定売価

目標原価の
造り込み

固定費実績

収　益

固定費目標

目標原価

戦略的売価

統括会社

生産事業体

原　

価　

企　

画

固
定
費
管
理(

車
種
直
課
）

＋

収　

益　

企　

画

車種軸全体での
採算管理1．売価により収益性が左右

２．原価の造り込み、責任所在が不明確

３．客先・ｺﾝﾍﾟﾁﾀｰの情報に基づく売価設定が弱い

[問題点]

　新たな取り組み
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43／43《最後に》１．事業収益基盤の強化（③開発業務の効率化）１．事業収益基盤の強化（③開発業務の効率化）

開発業務をグローバルに一元化（09/4～）
グローバルに開発業務の効率化を推進

◆開発ノウハウ、開発費等はグローバルに

　トヨタ紡織がマネジメント

〔狙い〕

技術管理部技術管理部

開発能力向上推進室開発能力向上推進室

開発効率化グループ開発効率化グループ

・企画・設計・試作・評価業務の効率化

グローバル開発体制（一元化）グローバル開発体制（一元化） 組織／委員会による活動組織／委員会による活動

◆現地材料、現地メーカー情報等の共有に

　より地域最適なコンパクト車、低コスト車に

　向けた技術を開発

（１）組織の設置

⇒開発業務の効率化と
そのグローバル展開

⇒部門横断的にやる

（２）活動事例

①業務改革委員会による推進

②開発ツールのグローバル展開
・設計ナビ／ガイドの活用など

〔設計ナビ例〕

11／41

・業務の割り振りによる負荷変動の低減
・グローバル最適なリソーセス管理
・現地情報の共有化

トヨタ紡織 R&D
〔先端研究・先行開発〕

各地域にあったプロジェクト開発を実施

ＴＢＥＵＴＢＥＵ ＴＢＡＴＢＡＴＢＡＳＴＢＡＳ ＴＢＣＨＴＢＣＨ

各地域顧客各地域顧客



シンプル・コンパクト・スリムな工程づくりをグローバルに推進
《最後に》溶接工程

検査検査

検査

検査

検査

１．事業収益基盤の強化（ ④最適なラインづくり）１．事業収益基盤の強化（ ④最適なラインづくり）

12／41
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ﾗ
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溶接ﾗｲﾝ

溶接ﾗｲﾝ

溶
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ﾗ
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順立て場

バック
工程

クッション
工程

クッション
工程

バック
工程

クッション
工程

バック
工程

クッション
工程

順立て場

順立て場

工程全体スペース
　約▲５０％減

歩行距離　　　　　
　約▲６０％減

工程全体スペース
　約▲２４％減

歩行距離　　　　　
　約▲１１％減

同時加工による
工程集約

空間の立体活用に
よるスペース改善

検査セット ＝ワークセット ＝検査

＝作業員 ＝ワークの流れ

『新骨格改善レイアウト図』 『最新改善レイアウト図』
　　

『現状ﾚｲｱｳﾄ図』
　　



２．グローバルな最適供給体制づくり（①課題認識）２．グローバルな最適供給体制づくり（①課題認識）

寄せ止め、物流改革、内外製最適化、現地調達拡大の強化に
よる最適供給体制づくり

量変動に対する対応強化

稼動集約による設備の寄せ止め　　　　　
　①各工場の負荷の視える化　　　　　　　
　②遊休設備の有効活用　　　　　　　　　

会社・工場の集約　　　　　　　　　　　　　　
　①小工場の寄せ止め　　　　　　　　　　　
　②グループ会社・工場の再編

グローバル物流の最適化

グローバル物流業務の視える化・標準化　
　①物流費の原単位の明確化　　　　　　　
　②統括会社と連携した改善活動

現地調達の拡大と最適内外製

材料・設備の現調化推進

現調化による物流費の削減

最適内外製の実現　　　　　　　　　　　　
①工場負荷の最適化による流出コスト

の低減　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②低コスト生産の実現　
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《最後に》２．グローバルな最適供給体制づくり（②北米）２．グローバルな最適供給体制づくり（②北米）

　資本の再編による事業運営の効率化と供給体制の整備
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ｶﾅﾀﾞ地区

ＴＢｶﾅﾀﾞ

ＴＭＩｴﾙﾏｲﾗ工場

ＴＢｶﾅﾀﾞ
ｳｯﾄﾞｽﾄｯｸ工場
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ＴＢｱﾒﾘｶ
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ＴＢ子会社 ＪＣＩ合弁 Ｌｅａｒ合弁

本社機能
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買取

買取
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移転

買取

子会社化

買取

事業統合による
固定費削減

カ
バ
ー
事
業
移
管

・事業移管による最適生産分担
・事業拡大に向けたｽﾍﾟｰｽ確保

ﾜﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ化に向けた
基盤作り

ｶﾊﾞｰ事業の再編
による最適生産



２．グローバルな最適供給体制づくり（③日本、中国・ｱｾｱﾝ）２．グローバルな最適供給体制づくり（③日本、中国・ｱｾｱﾝ）
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オイルフィルターの３極生産体制の整備
　　　　　　　　　　　（リスク分散と最適生産負荷分散）
キャビンエアフィルターにおける最適生産拠点化

ﾄﾖﾀ紡織

佛山ＴＢ

天津ＴＢ

0
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40

29

24

5 5 overover

生産能力

15

（百万台）

0

10

20

30

40 （百万台）

生産能力

10
5 5 移管移管

0

10

20

30

40 37
生産能力 37

広州地区供給分の

キャビンエアフィルター移管

ＴＢﾌｨﾙﾄﾚｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

生産能力に合せた

負荷分散
（百万台）



２．グローバルな最適供給体制づくり（④アセアン）２．グローバルな最適供給体制づくり（④アセアン）

　　　コア部品（ラウンドリクライナー）の現地化による競争力確保
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ＡＲＳＴ

南米南米

ラウンドリクライニング内製化の

ためＦＨＳ（高速精密プレス機）を
海外で初めて導入

ラウンドリクライニング内製化の

ためＦＨＳ（高速精密プレス機）を
海外で初めて導入

日本から
生産工程を現地化

トヨタ紡織

南ア南ア

アセアン域内アセアン域内



２．グローバルな最適供給体制づくり（⑤欧州）２．グローバルな最適供給体制づくり（⑤欧州）

　　　ＥＵ域内でのシート生産拠点化と
　　　　　　　　　　　　欧州域内でのシート骨格供給体制の整備

17／41

ＴＢソマン

ＴＢＡＩポーランド

欧州のｼｰﾄ骨格
ハブ拠点

欧州初の
ｼｰﾄ生産拠点
（２０１１年Ｌ/Ｏ）

ＴＢロシア

ＴＢトルコ



43／43《最後に》３．将来の成長力確保策（①領域拡大、付加価値向上）３．将来の成長力確保策（①領域拡大、付加価値向上）

基礎研究、機能品/電子技術、エンジン周辺部品への拡大・充実

①基礎研究体制の整備　　

２００８年１０月１日より基礎研究所を設立

インパネイルミネーション

②電子技術の取組み拡大

天井大型イルミネーション

＜研究領域＞
　・ 材料科学（カーボンナノチューブ、ナノアロイなど）
　・ バイオ科学（植物材料）
　・ 人間科学（生理・心理）

天井サイドイルミネーション

18／41



43／43《最後に》３．将来の成長力確保策（①領域拡大、付加価値向上）３．将来の成長力確保策（①領域拡大、付加価値向上）

客先への企画提案力の強化
⑤樹脂製シリンダーヘッドカバーの開発

⑥樹脂製インテークマニホールドの開発

他社
従来品

開発品

他社
従来品

開発品

②シートワイヤハーネスの
　開発

①脱着コンソール
　　格納リアシートの開発

③着せ替えシート
「ら・シート」の開発

④リアシート
　　エンターテイメントの開発

【具体例】

質量

質量

【B社】

TB

他社 他社

【A社】

樹脂

他社

Aｌ

TB

Aｌ,Mg
他社

19／41

樹脂



43／43《最後に》３．将来の成長力確保策（②コンパクト、低コスト車対応）３．将来の成長力確保策（②コンパクト、低コスト車対応）

コンパクト、低コスト車への取組みを強化

進化型従来品 TB-　
NF100

質量指数

◆コンパクト車の推進委員会を設置

〔軽自動車ビジネスの獲得〕 〔新興国向けビジネスの獲得〕

・更なる軽量化の促進

・造り方の徹底したベンチマーク

・地域別の事業戦略づくり

・現地メーカー、現地材料の

ベンチマーク

◇各機能一体となり、

　全社をあげて取り組む

BRVI
ｺﾝﾊﾟｸﾄ
委員会

事業Ｗ/Ｇ

営業Ｗ/Ｇ

開発Ｗ/Ｇ

調達Ｗ/Ｇ

生技・生産Ｗ/Ｇ

新
興
国　

ビ
ジ
ネ
ス

Ｅ
Ｆ
Ｃ

軽
自
動
車

ビ
ジ
ネ
ス

設計素質　ダントツ№１への挑戦

低価格車でも収益確保
できる技術開発

・生産体制づくりの推進 ・償却済み部品・設備の活用

〔シート骨格の軽量化の推進〕

・更なる軽量骨格の開発

20／41

TB-NF100
〔iQ〕

TB-NF110
〔ウィッシュ〕

進化型従来品TB-　
NF110

【コンパクトカー(4WAY)】 【乗用車(6WAY)】
質量指数



43／43《最後に》３．将来の成長力確保策（③ファブリック事業）３．将来の成長力確保策（③ファブリック事業）

世界トップレベルを目指して、ファブリック事業統合検討を開始

1．事業統合のイメージ

トヨタ紡織

ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ事業

川島織物セルコン

ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ事業

豊田通商

ﾌｧﾌﾞﾘｯｸ事業

新会社

2.事業統合の目的

3.事業統合の時期

基本合意書締結　２００９年６月中旬（予定）

当該事業統合　　 ２０１０年４月（予定）

①営業・ 開発･生産基盤の強化と、
一貫工程による一 層の効率化を目指す

②機能性、環境・健康などに配慮した
高機能ファブリックや先端のデザイン性
を追及したファブリック開発生産体制を
目指す

21／41



　技術開発

４．グローバルな事業運営体制の充実・強化４．グローバルな事業運営体制の充実・強化

　　　

22／41

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
企画会議

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
企画会議

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
拠点長会議

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
拠点長会議

・重要事項の　　

　決定・方向付け

・ＴＢ方針の示達

・地域方針/機能別
　　強化活動計画

・機能別強化活動

・ﾘｿｰｾｽ配分計画

各地域別でオフィサー会議各地域別でオフィサー会議

米州 中国 ｱｾｱﾝ 欧州 日本（関係会社）本社

地域別
重要事
項検討

地域方針 重要事項

各地域別で拠点長会議各地域別で拠点長会議

活動計画 活動状況

各地域生産事業体各地域生産事業体

各地域統括会社各地域統括会社

ＴＢＡＴＢＡ ＴＢＣＨＴＢＣＨ ＴＢＡＳＴＢＡＳ ＴＢＥＵＴＢＥＵ 本社（兼）本社（兼）

【機能別委員会活動】

　品　質

　人事・ＣＳＲ・ＩＴ

　経理

業
務
集
約
に
よ
る
ス
リ
ム
で
迅
速
な
経
営
体
制

（
統
括
会
社
に
集
中
す
べ
き
業
務
）　生技・生産・安全

各地域と本社が

　一体となった機能強化活動
　　・相互研鑚と連携による実力ＵＰ

　　・業務のしくみの見直し

組織（業務）の再編によるﾜﾝｶﾝﾊﾟﾆｰ経営の更なる充実
本社と各地域の各機能の連携強化



43／43《最後に》

心を一つに

危機こそチャンス

【私の思い】【私の思い】



43／43《最後に》メモメモ



３．０９/３期 決算状況

取締役副社長　鳥居立雄



407

3-(1) ０９/３期 決算実績3-(1) ０９/３期 決算実績

140

655

0

300

600

132

656

（営業利益率）　　　　　　　　　　 　　（経常利益率） （当期純利益率）

営業利益営業利益 経常利益経常利益 当期純利益当期純利益

（3.3%）

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

217.76円 ▲27.15円 35 円　　　 20 円

（1.4%）
（5.3%）

（1.4%）（5.3%）
【---】

（▲0.5%）

08/3期　 09/3期　　　　08/3期　 09/3期　　　　08/3期　 09/3期

【2.18】
【1.58】

【2.67】

【---】

【3.36】

配 当 金配 当 金

▲524
▲80%

▲515
▲79%

▲457
-

内為替影響

▲26
内為替影響

▲30
内為替影響

▲28

売 上 高売 上 高

▲2,540
▲21%

前期比

（億円）

08/3期　 　 09/3期

内為替影響

▲560

9,79712,337

0

5,000

10,000

連単倍率
【1.66】 【1.61】

▲5

　 連結決算　開示開始(’00/3期)以来、初の減収、初の赤字
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143.48円161.53円ﾕｰﾛ

2.96円3.64円ﾀｲﾊﾞｰﾂ

14.87円15.49円人民元

100.54円114.28円米ドル



2,339
2,839

1,553

3,2693,251
2,9382,879 3,066

0

1 , 0 0 0

2 , 0 0 0

3 , 0 0 0

4 , 0 0 0

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

3-(2) ０９/３期 決算実績3-(2) ０９/３期 決算実績

営業利益営業利益

売 上 高売 上 高

（億円）

84
8

▲107

159
204

146146 155

- 1 5 0

2 5 0

08/3期　 09/3期　

（億円）

　 第3四半期より 売上高は急激に減少 　

-
4

対前年同期　指数

対前年同期　指数

106

48
72

97106

58

▲912
▲28%

▲1,716
▲52%

▲196 
▲96%

▲266     
-
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3-(3) ０９/３期 地域別売上台数3-(3) ０９/３期 地域別売上台数

180177

110132

227
297

29

43 546
649

0

800

【7】

【46】

【20】

【27】

123131
4865
135

183 20
30 326

409

0

500

4025
2429

5261

56
121121

0

200

←ラージ

←ＲＶ

←ミディアム

←コンパクト

【製品構成（%）】

【5】

　
【42】

　
【20】

　

【33】

【7】

【45】

【16】

【32】

【6】
　

【41】
　

【15】
　

【38】

21 17
15 14
10 9
46 40

0

200

2423
3143
47 5973

0

200

【10】

【59】

【31】

【7】

【52】

【41】

【22】

【35】

【43】

【22】
【33】

【45】

【5】

【50】

【24】

【21】

シートＡSSY台数シートＡSSY台数

08/3期 09/3期

08/3期 09/3期　 08/3期 09/3期

全 体全 体

日　　　　本日　　　　本 北 中 南 米北 中 南 米

そ の 他そ の 他ア ジ アア ジ ア

▲103
▲16%

（万台）
前期比

08/3期 09/3期　 08/3期 09/3期

【4】

【43】

【20】

【33】

　 アジア地域を除き　大幅に減少、コンパクト車へシフト
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38 45 63 51
2

▲62▲32

25

-150

250

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

▲ 67

197

-100

100

3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益①3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益①

　　　

7,492
6,147

0

5,000

08/3期 　　　　 09/3期　　　　　　　　　　　　 　　　　　

▲1,345
▲18%

▲264
－

日　　　　本日　　　　本

（億円）

（2.6%）　　 　 　 （▲1.1%）

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）

国内市場　及び北米市場を中心とした輸出の低迷、製品構成の変化などにより

大幅に減収減益

1,706 1,761
2,010 2,015

1,787
1,500

974

1,886

0

1,000

2,000

3,000

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

08/3期 09/3期　

111
102

75

48

66
4 - -

対前年同期　指数

対前年同期　指数
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2,335
1,537

0

5,000

3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益②3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益②

　　　

08/3期 　　　　 09/3期　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　 　

▲798
▲34%

▲154
－

北中南米北中南米

（億円）

（3.3%）　 　 　 （▲5.0%）

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）

内為替影響

▲200

・急激な市場の減速、為替の影響により、大幅な減収減益

・北米再編により、最適生産体制を構築

616 570 577 572
443

329
217

548

0

800

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

26 30 18 3

▲54▲24▲8

9

-150

250

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

08/3期 09/3期　

対前年同期　指数

89
78

57
38

35
- --

対前年同期　指数
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77
▲77

-100

100



3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益③3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益③

　　

276315
0

200

2,219 2,013
0

5,000

前期比

・中国・天津で前期立上ったカロ－ラの通期寄与、中国・広州のヤリスの新規立上げが、

　アセアン地域の減産をカバ－

・為替の影響により減収減益

ア　　ジ　　アア　　ジ　　ア

（億円）

▲206
▲9%

▲39
▲12%営

業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）

08/3期 　　　　 09/3期　　　　　　　　　　　　

（14.2%）　　 　 　 （13.7%）

内為替影響

▲240 468
533 585 633

577
500

359

577

0

800

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

62 58 102 93 84 67 27
98

-150

250

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

08/3期 09/3期　

123 108
85

56

158
145 66

29

対前年同期　指数

対前年同期　指数
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▲ 10
51

-100

0

100

3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益④3-(4) ０９/３期 地域別売上高･営業利益④

　　

703
505

0

1,500

前期比

・南アフリカで前期立上ったカロ－ラの通期寄与はあるものの、オ－ストラリアのカムリ、
トルコカローラバーソなど市場低迷により、大幅な減収減益

・カロ－ラバ－ソの新製品準備費用（一過性費用）も減益の要因

その他（欧州､南ア､豪州）その他（欧州､南ア､豪州）

（億円）

▲61
－

▲198
▲28%

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）
08/3期 　　　　 09/3期　　

（7.2%）　　 　 （▲2.0%）

内為替影響

▲120
171 176 187 169 152

87 88

178

0

300

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

16 10 16 9 3

▲23▲4

14

-150

250

第1Q 第2Q 第3Q 第4Q 第1Q 第2Q 第3Q 第4Q

08/3期 09/3期　

対前年同期　指数

104
86

46 52

88
30

- -
対前年同期　指数
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3-(5) ０９/３期 事業別売上高･営業利益3-(5) ０９/３期 事業別売上高･営業利益

　　　

860 740
0

2,500

5,000

452 3800

2,500

5,000

61 250

400
543

910

400

24510

400

11,024
8,677

0

5,000

10,000

▲2,347
▲21%

▲452
▲83%

▲27
▲53%

08/3期 　　　 09/3期　　　　　　　　　　 08/3期 　　　 09/3期　　　　　　　　　 08/3期 　　　 09/3期
　　　（4.9%）　　 　　 （1.0%）　 （5.9%）　　 　（3.2%）　　 （13.5%）　 （6.5%）

▲120
▲14% ▲71

▲16%

前期比

▲36
▲59%

（営業利益率）

内 装 品 事 業内 装 品 事 業 ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ事業ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ事業 繊維･外装品他事業繊維･外装品他事業

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（億円） 内為替影響

▲500

内為替影響

▲45 内為替影響

▲15
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・アジアを除き、全地域で台数減

・為替の影響も含め　全地域で減収

・中国は、ﾔﾘｽ　ｴｱﾌｨﾙﾀ-新規受注
　などにより増収
・国内、北米は大幅な減収
　

・国内はバンパー受注減

・海外はｶ-ﾃﾝｼ-ﾙﾄﾞｴｱﾊﾞｯｸ

　受注減などにより減収（ベトナム）

　



　 減産減収により大幅減益、緊急収益改善活動により黒字は確保
　

3-(6) ０９/３期 経常利益増減要因3-(6) ０９/３期 経常利益増減要因

　

08/3期 09/3期

656

製
品
価
格
変
動

　
　
　
　

の
影
響

固
定
費
の
増
加

132

〈子会社P/L為替換算レート〉
米ドル 　　114.28円 → 100.54円
タイバ－ツ 　　3.64円 → 2.96円
人民元　　 　　 15.49円 → 14.87円

合
理
化

新
規
連
結
子
会
社

　
　

立
上
げ
の
影
響

為
替
の
影
響

減
産
減
収
の
影
響

成行経常利益（▲691）（億円）

市
況
値
上
げ

成
行
経
常
利
益

▲464

▲90

▲6 ▲134

▲10 ▲34 ▲9

変動費　　 ＋57

固定費　　＋１１０

+56

緊
急
収
益
改
善
活
動営

業
外
収
支

+167

▲35

経常利益（▲524）

減益▲747                        
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922
1,024

0

500

1,000

3-(7) キャッシュフロー ０9/３期実績3-(7) キャッシュフロー ０9/３期実績

　 引き続き　厳しい経営環境が継続する見通しのため
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期借入れも実施

08/3末 09/3末

+351 ▲677

▲47+475

キャッシュフローキャッシュフロー

・税金等調整前
　　　　当期純利益　 ＋132
・減価償却費　　　 ＋316
・法人税等の支払額 ▲129
　その他　　　　　　 +  32

・有形固定資産の
　取得　　　　　　　　　 ▲602
・その他　　　　　　　 ▲ 75

・長期借入れによる収入　　　　＋714
・配当金の支払額　　　　　　　　 ▲ 65
・少数株主への配当金支払額 ▲ 104
・借入れ金の返済　　　 　　　▲ 63
・その他　　　　　　　 　　　　　　　▲ 7

（億円）

期
首
残
高

期
末
残
高

換
算
差
額

財
務
活
動

投
資
活
動

営
業
活
動
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43／43《最後に》メモメモ



４．１０/３期 業績予想



4-(1) １０/３期 業績予想4-(1) １０/３期 業績予想

（営業利益率）　　　　　　　　　　 　　（経常利益率） （当期純利益率）

営業利益営業利益 経常利益経常利益 当期純利益当期純利益

（▲0.5%）

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

▲27.15円 ▲69.77円 20 円　　　　未定

（▲0.4%）
（1.4%）

（▲0.1%）
（1.4%）

（▲1.6%）

09/3期　 10/3期　　　　09/3期　 10/3期　　　　09/3期　 10/3期
（予想） （予想） （予想）

【1.58】【---】

配 当 金配 当 金

▲162
－

▲150
－

▲80
－

内為替影響

▲8
内為替影響

▲10
内為替影響

▲10

売 上 高売 上 高

▲1,697
▲17%

前期比

（億円）

09/3期　 　 10/3期
（予想）

内為替影響

▲260

8,1009,797

0

5,000

10,000

連単倍率
【1.61】

【1.65】

▲10 ▲30
▲130

▲50

【---】
【---】

【---】
【---】

140

-300

0

300

600

132

　 売上台数減により大幅に減収、収益確保に向けた活動強化
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125.00円143.48円ﾕｰﾛ

2.85円2.96円ﾀｲﾊﾞｰﾂ

14.00円14.87円人民元

95.00円100.54円米ドル



131180
106

110

195
227 28

29 460
546

0

800

4-(2) １０/３期 地域別売上台数4-(2) １０/３期 地域別売上台数

【5】

【42】

【20】

【33】

83123
5348 107

135 22
20 265326

0

500

3240
2224
4952
35 106121

0

200
←ラージ

←ＲＶ

←ミディアム

←コンパクト

【6】

【41】

【15】

【38】

17 16
14 9
9 5
40 30

0

200

2224
3431
34
5959

0

200

【7】

【52】

【41】

【22】
【35】

【43】

【4】

【43】

【20】

【33】

シートＡSSY台数シートＡSSY台数

09/3期 10/3期（予想）

09/3期 10/3期（予想）　 09/3期 10/3期（予想）

全 体全 体

日　　　　本日　　　　本 北 中 南 米北 中 南 米

そ の 他そ の 他ア ジ アア ジ ア

▲86
▲16%

（万台）

前期比

09/3期 10/3期（予想）　 09/3期 10/3期（予想）

【6】

【42】

【23】

【29】

【製品構成（%）】

【8】

【41】

【20】
【31】

【10】

【59】

【31】

【5】

【50】

【24】

【21】

【22】
【33】

【45】

　 売上台数は北中南米を除き、各地域で減少
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2,120
2,830

0

3,500

4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益①4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益①

　　　

6,147
4,950

0

5,000

09/3期 　　　　 10/3期　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　（予想）

▲1,197
▲19%

▲88
▲131%

日　　　　本日　　　　本

（億円）

（▲1.1%）　　 　 　（▲3.1%）

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）

・(通期)固定費低減など最大限の経営努力を図るが、台数減を吸収できず、大幅な減益

・(下期)経済政策・新車効果による台数増により、赤字は上期に比べ大幅に縮小

▲  155▲ 67

-200

0

200

▲130

▲25

-180

50

（億円）

（億円）

売上高

　上半期　 　 　　 　　下半期

営業利益

10/3期
上下別

133
100

100
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▲ 77 ▲ 40

-200

0

200

4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益②4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益②

　　　

1,537 1,450

0

3,000

09/3期 　　　　 10/3期　　　　　　　　　　　　 　　　　　　
（予想）

▲87
▲6%

北中南米北中南米

（億円）

（▲5.0%）　 　 　 （▲2.8%）

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）

内為替影響

▲120

・(通期)ハイランダ－の新規立上げなどにより　売上台数は横バイ。為替の影響により減収

・(下期)台数増、北米最適生産の成果出し、身の丈に合った固定費圧縮により、黒字を確保

+ 37
－

830
620

0

1,500

▲60

20

-100

80

売上高

営業利益

10/3期
上下別

　上半期　 　 　　 　 　下半期

100

100

134

（億円）

（億円）
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4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益③4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益③

　　

200276
0

200

2,013 1,750

0

4,000

前期比

・(通期)市場低迷・為替の影響により大幅に減収減益。付加価値の拡大に向けた現調化や

　　　　　　ロ－カル人材活用を軸とした固定費低減を強力に推進

・(下期)中国　ハイランダ－の新規立上げなどにより　営業利益は3桁に回復

ア　　ジ　　アア　　ジ　　ア

（億円）

▲263
▲13%

▲76
▲28%営

業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）
（13.7%）　　 　 　 （11.4%）

内為替影響

▲100

09/3期 　　　　 10/3期　　　　　　　　　　　　
（予想）

720
1,030

0

1,500

60

140

0

200

売上高

営業利益

10/3期
上下別

（億円）

（億円）

　上半期　 　 　 　 　　下半期

100

100

143

233
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▲ 15▲ 10-100

100

4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益④4-(3) １０/３期 地域別売上高･営業利益④

　　

505 300
0

2,000

前期比

・(通期)オ-ストラリア カムリ、南アフリカ　IMVなどの市場低迷により、減収減益。

　　　　　現調化の拡大や物流改善などを精力的に推進

・(下期)フランスのヤリス委託生産などにより台数は増加するものの、営業利益は赤字

その他（欧州､南ア､豪州）その他（欧州､南ア､豪州）

（億円）

▲5
－

▲205
▲41%

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（営業利益率）

（ ▲2.0% ）　　 　 　（ ▲5.0% ）

内為替影響

▲40

09/3期 　　　　 10/3期　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　
（予想）

130
170

0

400

▲10 ▲5
-30

30

売上高

営業利益

10/3期
上下別

　上半期　 　 　　 　　 下半期

100

100

131
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25 10

-200

0

200

400

2024

-200

0

200

400

91

-200

0

200

400

4-(4) １０/３期 事業別売上高･営業利益4-(4) １０/３期 事業別売上高･営業利益　　　

740 680
0

2,500

5,000

380 2500

2,500

5,000

8,677
7 ,170

0

5,000

10,000

▲1,507
▲17%

▲131
－

▲4
▲17%

09/3期 　　　 10/3期　　　　　　　　　　 09/3期 　　　 10/3期　　　　　　　　　 09/3期 　　　 10/3期
（予想）　　　　 （予想） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （予想）

　　　（1.0%）　　 　　 （▲0.6%）　 （3.2%）　　 　（2.9%）　　 （6.6%）　 （4.0%）

▲60
▲8% ▲130

▲34%

前期比

▲15
▲60%

（営業利益率）

内 装 品 事 業内 装 品 事 業 ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ事業ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ事業 繊維･外装品他事業繊維･外装品他事業

営
業
利
益

営
業
利
益

売
上
高

売
上
高

（億円） 内為替影響

▲240

内為替影響

▲15 内為替影響

▲5

▲40
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・北中南米を除く、全地域で、台数減

　により減収

・国内、北米は大幅に減収

・アジアは為替の影響を除けば、
　売上高は横バイ

・国内　バンパーの数量減により減収

・ｱｼﾞｱ　ｶ-ﾃﾝｼ-ﾙﾄﾞｴｱﾊﾞｯｸの

　数量減により減収(ベトナム)



　 減産減収により大幅減益、強靭な収益体質基盤の構築を目指す
　

4-(5) １０/３期 経常利益増減要因4-(5) １０/３期 経常利益増減要因

　

09/3期 　　　　　　　　　 10/3期

132

製
品
価
格
変
動

　
　
　
　

の
影
響

合
理
化

新
規
連
結
子
会
社

　
　

立
上
げ
の
影
響

為
替
の
影
響

減
産
減
収
の
影
響

成行経常利益（▲284）（億円）

減
価
償
却
費

成
行
経
常
利
益

▲198

▲75

▲26
▲13 ▲10 ▲12

+50

収
益
構
造
改
革

営
業
外
収
支

+122▲152

経常利益（▲162）

▲30

1.最適生産体制　
　 の構築

2.収益悪化製品

　特別改善

3.開発効率化

4.身の丈に合った
　 固定費低減

〈子会社P/L為替換算レート〉
米ドル 　　100.54円 → 95.00円
タイバ－ツ 　　2.96円 → 2.85円
人民元　　 　　 14.87円 → 14.00円

減益▲334                        
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4-(6) 設備投資 10/3期予想4-(6) 設備投資 10/3期予想

日　　　　本日　　　　本 北 中 南 米北 中 南 米その他（欧州､南ア､豪州）その他（欧州､南ア､豪州） ア　　ジ　　アア　　ジ　　ア

設備投資設備投資

190265238

08/3   09/3期　　10/3     08/3   09/3期　　 １０/3      08/3   09/3期　 　　１０/3     08/3    09/3期　　　１０/３
　　 　　　　 　　　　 （予想）　　　　　　 （予想）　　　　　　　　 　 （予想）　　　　　　 　 　　　　（予想）

150149125
405520

70135146

ＴＢソマン・ＴＢＡＩポーランド

など生産拠点設立

天津RAV４、広州ﾊｲﾗﾝﾀﾞー

などの生産設備

シ－ト骨格供給体制整備、

環境対応投資など

TBインディアナ、ﾊｲﾗﾝﾀﾞ-

などの生産設備

設備投資設備投資

（億円）

208 195 212 185

255 273 318
220

74

45
12 61

293 329 324 350

07/3期 08/3期 09/3期 10/3期　
　　　　 　　 （予想）

全 体全 体

475 529 604
450

土地・建物、生産設備

研究開発・ＩＴ・人材育成

新製品 モ マ 対応

モデルチェンジ投資

体質強化投資

能力増強投資

などの新規投資

　 グロ－バル供給体制の整備を中心に実施
　

減価償却費
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明 日 の 車 室 空 間 を デ ザ イ ン し ま す 。



　

〔参考資料〕

　　　１．製品概要

　　　２．関係会社の状況

　　　３．財務状況（06/3期～10/3期）

　　　　　　①売上高／経常利益推移
　　　　　　②設備投資／減価償却費
　　　　　　　　　　　　

　

〔参考資料〕

　　　１．製品概要

　　　２．関係会社の状況

　　　３．財務状況（06/3期～10/3期）

　　　　　　①売上高／経常利益推移
　　　　　　②設備投資／減価償却費
　　　　　　　　　　　　



〔参考資料　１〕 製品概要〔参考資料　１〕 製品概要

　　自動車部品をシステムでお客様へ供給

フロアカーペット　 電動サンシェード

吸気システム製品

繊維･外装品他事業繊維･外装品他事業ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ機器部品事業ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ機器部品事業内　装　品　事　業内　装　品　事　業

内装システム製品

etc

シート ドアトリム 成形天井

エアフィルター

キャビンエアフィルター

シートファブリック

フェンダーライナー

カーテンシールドエアバック

オイルフィルター

補給用バンパー

※ ｴｱｸﾘｰﾅｰ
ｲﾝﾃｰｸﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ
ｼﾘﾝﾀﾞｰﾍｯﾄﾞｶﾊﾞｰ

　 を一体化

etc etc

シートベルトウェビング



〔参考資料　２〕 関係会社の状況〔参考資料　２〕 関係会社の状況

　　　

欧州・アフリカ地域
　 子 会 社 ： 　７社
　 関連会社 ： 　２社

ＴＢＥＵ：ﾄﾖﾀ紡織ﾖｰﾛｯﾊﾟ

北中南米地域
子 会 社 ： ２６社
関連会社 ： 　０社

ＴＢＡ：ﾄﾖﾀ紡織アメリカ

中国地域
　 子 会 社 ： １２社
　 関連会社 ： 　１社

ＴＢＣＨ：ﾄﾖﾀ紡織中国

アジア・オセアニア地域

　 子 会 社 ： １４社
　 関連会社 ： 　３社

ＴＢＡＳ：ﾄﾖﾀ紡織アジア

日　　本
　 子 会 社 ： １６社
　 関連会社 ： 　５社

ＴＢＪ ： トヨタ紡織

凡例： ★ 地域統括・開発拠点
● 生産会社（内装品事業）
● 生産会社（ﾌｨﾙﾀｰ･ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ部品事業）
● 生産会社（繊維・外装品事業）

07/3末 08/3末 09/3末

ＴＢＧＴ（旧ＴＡＳＩ）
ＴＢミシシッピﾟ、ＴＢインディアナ
ＴＢ ド ブラジル
コベルク、ＴＢユニフォーム

－ アラコ デ メキシコ

関東シート
関東シート北上

－ ＴＡＳＩ、コベルク エコ・テクノロジー

子会社

関連子会社

＋

＋

69社

12社

75社

11社

アイホー
ＴＢトランスポート

73社

12社

ＴＢ ソマン
ＴＢＡＩポーランド
ＡＴＳ



5,673 6,783 7,448
4,900

3,102

4,889
3,725

3,200

6,072

4,044

0

5,000

10,000

188 241 246

190

410

48
▲ 2084
▲ 10

280

▲ 50

200

450

700

売上高売上高

経常利益経常利益

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期（予想）

8,775
10,827 12,337

9,797

378
521

656

132

（億円）

（億円）

単体

子会社

単体

子会社

8,100

▲ 30

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期（予想）

〔参考資料　３－①〕　売上高/経常利益推移〔参考資料　３－①〕　売上高/経常利益推移
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218193122 171
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〔参考資料　３－②〕　設備投資/減価償却費推移〔参考資料　３－②〕　設備投資/減価償却費推移

170

328 282 311 372
280

218193176 232
0

250

500

設備投資（連結）設備投資（連結）

減価償却費（連結）減価償却費（連結）

（億円）

（億円）

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期（予想）

06/3期 07/3期 08/3期 09/3期 10/3期（予想）

504 475 529 604
450

213 293 329 324 350

単体

子会社

単体

子会社


